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さ（fairness）を実現することになると指摘し、日本の民事訴訟手続きにおける証拠開示の在り方の改革
の必要性を主張している。
論 文 審 査 結 果 の 要 旨
第 論文の評価
本論文は、アメリカのディスカバリーにおける保護命令の問題についてこれまでの学説や判例を確認し
つつ、日米の比較法的視点から研究分析するものであり、学界および実務界双方に参考となる証拠開示の
実態とそれに基づくわが国の民事訴訟における証拠開示制度の改革論が明快に主張されている。
以下、本論文の特徴点を挙げる。第一に、本論文は、米国のディスカバリー制度を類型化し、その種類、
方法、手続等について民事訴訟における手続法構造の問題について幅広く論じている。その特徴は、アメ
リカのディスカバリー手続きをめぐる法的問題点を事件類型または訴訟類型ごとに整理した上で、関連す
る判例を詳細に分析し、開示範囲に関する具体的考慮要素を提示した点で重要な意義を有すると評価でき
る。この点は、アメリカでの民事訴訟に関与してディスカバリー手続きに対応しなければならない実務家
にとっても重要な指針と示唆を含む内容になっている。
第二に、ディスカバリーにおける保護命令の機能に関する基本的先例が取り上げられて解説されてい
る。とくに本論文において中心的に論じられたディスカバリーにおける保護命令のもつ役割およびその機
能については、これまで日本では十分に紹介や解説はなされておらず、それに取り組んだところに価値が
ある。
第三に、本論文の最大の特徴は、本論文で参照された文献や資料のほとんどが英文の論文、著書、判例
であり、膨大な量の英文を読みこなしたうえでまとめ上げられていること、さらに判例分析を詳細かつ丹
念におこなうことで各論点の検討がなされている点である。とくに多数の判例の徹底的な検討から、個々
の論点に関する判例の考え方、考慮要素、そして課題が説得的な形で提示されている。この点、ディスカ
バリーに関する総合的な研究が十分になされておらず、文書提出命令の問題点も指摘されているわが国の
状況においては、質量ともに、アメリカ法学会における貴重な研究成果であるのみならず、今後の民事訴
訟法のあり方にも一石を投ずる重要な研究であるといえる。
しかしながら、他方で、若干の問題点も指摘することができる。本論文では、英文文献を翻訳しながら
まとめられたため、その記述方法に翻訳口調が残り、若干読みづらい部分があること、また各章における
問題の所在がやや抽象的であり、読み手にとっては分かりにくい点があること、各章のまとめの部分で指
摘されている問題意識や結論は各章の最初に示す方が論旨が分かりやすいといった点である。論述内容に
関しては、米国でのクラス・アクション訴訟におけるディスカバリーやインカメラ手続きと関連した保護
命令の役割やその実務上の問題点についての詳しい紹介が必要であると考えられる。また、わが国の不法
行為制度（とくに医療過誤訴訟や健康被害訴訟）における「因果関係の推定」の手法について、米国の不
法行為訴訟の現状との比較などを通じて、わが国の訴訟実務における証拠開示のありかたについての制度
上の示唆を考えることも、今後さらに研究、検討を進めるべき重要な課題であると考えられる。
以上のような問題点や課題があるものの、この点は本論文の全体的価値を否定するものでは全くなく、
結論としては、研究内容、研究手法、学会への貢献度に鑑みて、今後もさらなる活躍が期待できる有為な
研究であり、質量ともに法学博士号を授与するに足りる内容を備えた優れた論文であるといえる。
以上のような博士申請論文の評価と口述試験の結果に基づいて、審査員一同は、申請者竹部晴美氏に関
西学院大学博士（法学）の学位を授与することが適当であると判断する。
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